
令和４年度指定管理者制度運用委員会における沖縄県営都市公園の

令和３年度指定管理者モニタリングの検証結果

１ 日 時 令和４年８月31日（水）

２ 場 所 オンライン（Zoom）会議

３ 出席者 委 員：５名

（委 員）沖縄女子短期大学 総合ビジネス学科 教授 渡久地 啓

（委 員）沖縄税理士会 税理士 西里 恵里紗

（委 員）一般社団法人沖縄県建築士事務所協会 監事 當山 勝史

（委 員）一般社団法人沖縄県ＰＴＡ連合会 前会長 伊禮 靖

（委 員）公益財団法人沖縄県老人クラブ連合会 常務理事 新城 智美

４ 議 事

沖縄県営都市公園（平和祈念公園）の令和３年度指定管理者モニタリング実施結果

の検証

５ 検証内容

① 指定管理者及び県が実施するモニタリングは適正になされているか

② 収支の状況は健全か

③ 利用者アンケートや苦情に対する指定管理者や県の対応は適切に行われているか

６ 議事の概要

沖縄県営都市公園（平和祈念公園）のモニタリングについて、大きな指摘はなかっ

た。

７ 審議事項（主な質疑応答） ○：委員 ■：都市公園課

○ 広報について、「財団だより」を発行しているとあるが、紙ベースで送るだけ

でなく、ホームページやＳＮＳでも発信したらどうか。

■ インターネットの活用について、指定管理者と調整していく。

○ ホームページのアクセシビリティについて、もっと配慮した方がよい。

■ 県でもホームページを確認し、指定管理者にアドバイスしていきたい。



（３～５については、改善が必要です）

（３～５については、改善が必要です）

（７については、改善が必要です）

　公益財団法人沖縄県平和祈念財団

令和３年度対象年度　平和祈念公園

1 2 3 4 5 6 7

4 5

2 3 4 5

４週３日以下

３　所定休日
　所定休日をどのように定めていますか。
　
　休日は少なくとも毎週１日又は４週間を通じ４日を与
えなければなりません（法第３５条）

週休2日制 週休１日制 その他

完全(毎週) 月３回 隔週 月１～２回 週１日 ４週４日

別紙４

労 働 条 件 等 自 主 点 検 表

施設名称

指定管理者名

２　就業規則
　就業規則（労働時間、休日、休憩、休暇、賃金の定め
方及び支払方法、退職（解雇の事由を含む。）等、労働
条件の具体的細目を定めた規則）を作成しています
か。また就業規則の内容が実際の勤務の状況に合っ
ていますか。

　常時１０人以上の労働者(パートタイム労働者を含
む。）を使用する事業場では、就業規則を作成し、所轄
労働基準監督署長へ届け出なければなりません（法第
８９条）
　また、常時各作業場の見やすい場所への掲示、備付
け、書面の交付又は電子機器の設置等により労働者
に周知させなければなりません（法第106条）

常時使用す
る労働者は
10人未満で
ある。

常時使用する労働者が10人以上である

作成して監
督署に届け
出てあり、
内容も実情
に合ってい
る

作成して監
督署に届け
出てある
が、内容が
実情に合っ
ていない

作成してあ
るが、監督
署に届け出
ていない

確認事項 指定管理者による確認結果

１　労働条件の明示
　労働契約を締結するに当たり、労働時間、賃金、退職
（解雇の事由を含む。）、安全衛生等の労働条件を労働
者に対し明示していますか。この場合において、労働
時間、賃金等に関する事項について書面を交付してい
ますか。

　労働契約の締結時には、パートタイム労働者を含む
すべての労働者に対し労働時間、賃金、退職（解雇の
事由を含む）、安全衛生等の労働条件を明示しなけれ
ばなりません。特に、労働契約期間、有期労働契約を
更新する場合の基準、始業・終業の時刻、所定時間外
労働の有無等、約定賃金の決定、計算、支払の方法及
び賃金の締切り、支払の時期等、退職（解雇の事由を
含む。）については、書面を交付しなければなりません
[労働基準法（以下「法」といいます。）第１５条]

就業規則、
労働条件通
知書を交付
して労働条
件全般につ
いて明示し
ている

労働条件全
般について
口頭で明示
するととも
に、労働時
間、賃金等
に関する事
項について
は書面を交
付している

労働条件全
般について
口頭で明示
している
が、書面の
交付はして
いない

労働時間、
賃金等の労
働条件の一
部について
のみ口頭で
明示してい
る

労働契約締
結時には明
示していな
い

1

作成してい
ない

1 2 3



（２、３については改善が必要です）

※年次有給休暇の法定の付与日数表（週所定労働日数が５日以上、
　又は、週所定労働時間が30時間以上の労働者の場合。）

※なお、月30時間未満の労働者は比例付与することとされています。

（２、３については、改善が必要です）

（２については、改善が必要です。）

【支払う賃金(A)と地域別最低賃金（B)の比較方法】

時間外労働・深夜労働について

（２、３については改善が必要です。）

休日労働について

（２、３については改善が必要です。）

2 3

３割５分以上の割増
率にしている

３割５分未満の割増
率にしている

休日労働をさせてい
るが、支払っていな
い

1 2 3

６　最低賃金
　地域別最低賃金以上の賃金を支払っていますか。
　
　なお、地域別最低賃金には次の賃金は含まれませ
ん。
　　　①臨時に支払われる賃金（結婚手当等）
　　　②１月を超える期間ごとに支払われる賃金
         （賞与等）
　　　③所定外・休日・深夜の労働に対して支払われ
　　　　 る割増賃金
　　　④精皆勤手当、通勤手当、家族手当

支払っている 支払っていない

1 2

７　割増賃金
　時間外労働・休日労働又は深夜労働を行わせた場合
に、その時間に対する割増賃金は、どのように支払っ
ていますか。

　法定労働時間を超える時間外労働については、2割5
分以上、法定休日における休日労働については3割5
分以上、深夜労働（午後10時から翌日午前5時の間の
労働をいいます。）については2割5分以上の割増賃金
を支払わなければなりません（法第37条）。

※割増賃金の基礎となる賃金には、家族手当、通勤手
当、別居手当、子女教育手当、住宅手当、臨時に支払
われた賃金、一箇月を超える期間ごとに支払われる賃
金は算入しません。

２割５分以上の割増
率にしている

２割５分未満の割増
率にしている

時間外労働又は深夜
労働をさせている
が、支払っていない

1

５　健康診断
　定期健康診断を実施していますか。

　常時使用する労働者については、年１回定期に健康
診断を行わなければなりません（労働安全衛生法第６
６条）。
　なお、深夜業を含む業務等に常時従事する労働者に
対しては６月以内ごとに１回定期に健康診断を行わな
ければなりません（労働安全衛生規則第４５条）

毎年１回以上定期的
に行っている

年によって行ったり
行わなかったり一定
しない

行ったことがない

1 2 3

４　年次有給休暇
　年次有給休暇についてはどのように取り扱っていま
すか。

　年次有給休暇は、６ヶ月間継続勤務し、全労働日の８
割以上を出勤した労働者については１０労働日、以降１
年ごとに付与日数を増加しなければなりません（法第３
９条）
　
　

法定どおりの年次有給
休暇を与えている

年次有給休暇を与えて
いるが、付与日数が法
定を下回っている

年次有給休暇を与えて
いない

1 2 3

2.5 3.5 4.5 5.5 6.5以上

付与日数 10 11 12 14

勤続年数 0.5 1.5

16 18 20

時間によって定

められた賃金

（時間給）

日、週、月等

によって定め

られた賃金

当該期間における所定労

働時間数（日、週、月に

よって所定労働時間が異

なる場合には、それぞれ１

週間、４週間、１年間の平

均所定労働時間数）

地域別

最低賃金

（時間額）＋ ÷ ≧

(A) (B)



※調査対象となる従業員は、雇用形態（正社員、派遣社員、契約社員、パートタイマー等)に関わらず、当該指定管理施設において

   指定管理者と雇用契約を結ぶ指定管理業務にもっぱら従事する従業員(令和2年3月末における業務全体のうち、当該業務の

 　割合が概ね50％以上の従業員)となります。　

※調査対象となる従業員は、雇用形態（正社員、派遣社員、契約社員、パートタイマー等)に関わらず、当該指定管理施設において

   指定管理者と雇用契約を結ぶ指定管理業務にもっぱら従事する従業員（令和2年3月末における業務全体のうち、当該業務の

 　割合が概ね50％以上の従業員)となります。　

従業員に健康保険・厚生年金保険未加入者がい
る場合の未加入理由

 労働日数による

確認事項 指定管理者による具体的な取組内容

従業員の健康保険・厚生年金保険加入に関する
取組

確認事項 未加入とする理由

うち厚生年金保険
未加入従業員数

当該指定管理施設で勤務する従業員の健康
保険・厚生年金保険加入状況

3 1 2 1 2

９　健康保険・厚生年金保険の加入について

確認事項 従業員数
うち健康保険
加入従業員数

うち健康保険
未加入従業員数

うち厚生年金保険
加入従業員数

従業員の雇用保険加入に関する取組

確認事項 未加入とする理由

従業員に雇用保険未加入者がいる場合の未加入
理由

別事業所で加入

当該指定管理施設で勤務する従業員の雇用保険
加入状況

3 2 1

確認事項 指定管理者による具体的な取組内容

８　雇用保険の加入について

確認事項 従業員数
うち雇用保険
加入従業員数

うち雇用保険
未加入従業員数



・・・・・・・・職員

・・・・・・・・書類等の流れ

・・・・・・・・現金の流れ

（申請書）
① ③

（領収書） ①

②

④ ③

④

⑤ 　収納担当職員は現金を金庫に保管
する。

⑥ 　収納担当職員は現金を銀行口座に
入金する。

⑦ 　事務局長は会計伝票と通帳の写し
で入金額を確認する。

⑦会計伝票と通帳の写しで確認

　　　　　　　　　種　　　　　　　　別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単　　　位　　　　　　　　 　　　 利用料金
　物品の販売その他これに類する行為を行う場合 　　　　　　　　　　　　 １日につき  　　　　　　　　　　　    260円
　業として写真を撮影する場合 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １日につき　　　　　　　　　　　      430円
　業として映画を撮影する場合 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １日につき 　　　　　　　　　　　  9 ,920円
　興業を行う場合 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１日100平方メートルにつき     　250円

　競技会、展示会、博覧会、集会その他これに類する催しを行う場合 　１日100平方メートルにつき    　 250円

事務局長

受取る。
②起案書の作成、部内決裁

⑥現金を銀行口座に入金

収納担当
⑤現金を金庫に保管 を引き継ぐ。

収納担当

の受領と領収証の交付を行う。
　担当職員は収納担当職員に現金

利用者

　決裁後申請者に連絡して利用料金

別紙５

利用料金の名称 多目的テラス広場の施設利用料金 施設の名称 多目的テラス広場

料金徴収フロー図(例示)

フロー図 利用料金の種類と金額

を作成し、部内決裁を行う。
　担当職員は起案書（領収証含む）

　担当職員が利用者から申請書を
担当



別紙６

対象年度

Ⅰ．　履行確認

1．　維持管理業務 1

(1)　清掃
(2)　保守・点検
(3)　保安・警備
(4)　小規模修繕
(5)　備品購入
(6)　防犯・防災対策
(7)　料金徴収業務

2．　運営業務 4

(1)　利用実績
1)　利用者数等　（又は入居率等）
2)　施設稼働率
3)　教室・イベント等参加者数

(2)　運営企画
(3)　受付・接客
(4)　広報
(5)　情報管理

3．　自主事業 7

Ⅱ．　サービスの質の評価 9

1．　維持管理業務
2．　運営業務
3．　自主事業
4．　総合評価

Ⅲ．　サービスの安定性評価（財務状況） 10

1．　事業収支
(1)　収入
(2)　支出

2．　経営分析指標

Ⅳ．　総合評価 12

1．　目標
2．　評価結果

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【　目　次　】

施設名称 平和祈念公園 令和 3 年度

・・・・・・・・・・・・・

指定管理者制度導入施設　モニタリングシート

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



別紙６－Ⅰ

所管課

Ⅰ．履行確認

１．維持管理業務

(1) 清掃

指定管理者 委託業者

(2) 保守・点検

指定管理者 委託業者

○ ○

○ ○

日常的な主要施設
及び遊具施設の巡
回点検は適宜当財
団職員、作業員及
び委託作業員が行
い、軽修繕等が必
要であれば委託作
業員が実施、専門
的知識を要するも
のは外部委託によ
り修繕を行う等適切
に対応する。
また、遊具施設に
ついては、年1回専
門業者に点検を委
託し、適切な保安
管理に努める。

「管理運営仕様
書」の点検・修繕
項目に基づき、遊
具の定期点検や
施設・設備等の
保守・点検、修繕
を行った。

報告書、現場写真
及び現場視察時
に随時実施確認。
仕様書に従い、適
切に実施してい
る。

事業計画どおり、
適切に実施して
いる。

電気保安・浄化槽
等専門的知識を要
する設備について
は外部委託するな
ど、適切に対応す
る。

「管理運営仕様
書」の点検・修繕
項目に基づき、遊
具の定期点検や
施設・設備等の
保守・点検、修繕
を行った。

報告書、現場写真
及び現場視察時
に随時実施確認。
仕様書に従い、適
切に実施してい
る。

事業計画どおり、
適切に実施して
いる。

　公園利用者と施設の安
全と保安の確保を第一に
安全管理に当たることと
し、専門的知識を要する
設備等（電気保安・浄化
槽・遊具施設）については
外部委託するなど、設備
点検等の保安管理に努め
ている。
　また、施設の軽修繕が必
要な場合迅速に対応でき
るよう専任の委託作業員を
配置した。

清掃か所及び頻度
については、利用
者に安らぎと快適
な空間を提供し、
美しい公園環境を
維持するため仕様
書清掃水準に基づ
き実施する。

○

建物内、東屋、園
路等の清掃、屋
内外のゴミの回
収・搬出について
「管理運営仕様
書」の清掃水準に
基づき日常・定期
清掃を実施した。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

報告書、現場写真
及び現場視察時
に随時実施確認。
仕様書に従い、適
切に実施してい
る。

事業計画どおり、
適切に実施して
いる。

　事業計画のとおり良好に
実施している。

指定管理者制度導入施設　モニタリングシート

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

指定管理者

施設名称 対象年度 令和 3 年度平和祈念公園

土木建築部
都市公園課

公益財団法人沖縄県平和祈念財団
指定期間：令和2年4月～令和7年3月

- 1 -



別紙６－Ⅰ(3) 保安・警備

指定管理者 委託業者

○ ○

(4) 小規模修繕

指定管理者 委託業者

○

(5) 備品購入

指定管理者 委託業者

○ ○

なし 指定管理費の中
で、備品の購入
計画は立ててい
ない。

指定管理者による
備品購入なし

指定管理者によ
る備品購入なし

　耐用年数を超えた備品
について、管理レベルを
落とさないよう努める。

日常的な主要施設
及び遊具施設の巡
回点検は適宜当財
団職員、作業員及
び委託作業員が行
い、軽修繕等が必
要であれば委託作
業員が実施、専門
的知識を要するも
のは外部委託によ
り修繕を行う等適切
に対応する。

「管理運営仕様
書」の点検・修繕
項目に基づき、必
要に応じて施設・
設備、物品の小
修繕を行った。

報告書、現場写真
及び現場視察時
に随時実施確認。
仕様書に従い、適
切に実施してい
る。

事業計画どおり、
適切に実施して
いる。

　「管理運営仕様書」の点
検・修繕項目に基づき、必
要に応じて専任の委託作
業員を配置して、施設・設
備、物品の小修繕を行
なっている。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

公園内の火災、盗
難の防止、不法不
良行為の予防・排
除、県有財産の保
全並びに公園利用
者の安全を確保す
るため適切な警備
を実施する。

「管理運営仕様
書」の警備項目に
基づき、巡回警
備等を実施して、
利用者の安全確
保や工作物の保
安確保に努め
た。

報告書、現場写真
及び現場視察時
に随時実施確認。
仕様書に従い、適
切に実施してい
る。

事業計画どおり、
適切に実施して
いる。

　昼夜、警備員を配置し、
巡回警備等を実施してい
る。
　また、糸満警察署のパト
カーによる定期巡回への
協力や要人来園の際は、
県警及び糸満署と綿密な
打合せを行う等連携協力
して警備に当った。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）
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別紙６－Ⅰ(6) 防犯・防災対策

指定管理者 委託業者

○ ○

(7)料金徴収業務

指定管理者 委託業者

○

１．維持管理業務
取組改善案

　公園利用者と施設の安全と保安の確保を第一に、専門的知識を要する業務については
外部委託業者と連携強化を図りながら維持管理業務を行う。
　また、経年劣化が進んでいる公園施設は県と連携を取りながら改善に努め、新たに整備
された施設については巡回点検を強化し、公園利用者が安全快適に利用できるよう努め
る。
　さらに、消防防災訓練の実施については、新型コロナウイルス感染状況を踏まえながら
検討する。

事務局内で複数の
チェック体制をもっ
て行う。

料金徴収業務に
ついては、沖縄
県知事から承認
を受けた内容で、
部内決済を得て
行った。

報告書、現場写真
及び現場視察時
に随時実施確認。
仕様書に従い、適
切に実施してい
る。

事業計画どおり、
適切に実施して
いる。

　事業計画のとおり適正に
業務を実施している。

　仕様書に基づき
適切に安全管理を
行うとともに、警ら
中のパトロール
カーの巡回及び糸
満警察署米須駐
在、古波蔵駐在等
の巡回パトロール
の実施を要請、糸
満警察署、糸満消
防署の協力を得て
防犯訓練や火災訓
練を連携協力して
実施する。
　また、公園内他団
体管理施設の災害
時に連携し、被害
を最小限に抑える
ために沖縄県平和
祈念資料館、沖縄
平和祈念堂と合同
で防災訓練を実施
する。
　さらに、要人来園
の際は、県警及び
糸満署と綿密な打
合せを行う等連携
協力して警備に当
たる。

　「管理運営仕様
書」の警備項目に
基づき、巡回警
備等を実施した。
　また、財団要請
による、赤色回転
灯点灯のパトカー
巡回や要人来園
の際は、県警及
び糸満署と綿密
な打合せを行う等
連携協力して警
備に当った。
　なお、新型コロ
ナウイルス感染拡
大防止のため消
防防災訓練は中
止とした。

報告書、現場写真
及び現場視察時
に随時実施確認。
仕様書に従い、適
切に実施してい
る。

事業計画どおり、
適切に実施して
いる。

　日常の防犯・防災につい
ては、関係機関と密に連
携し、適切に実施してい
る。
　要人来園の際は、警察
へ適時適切に情報提供
し、警護体制の構築に貢
献している。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）
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別紙６－Ⅰ
２．運営業務

(1) 利用実績

１) 利用者数等

前年比 計画比

444,046人 112.3% 80.2%

9,528人 197.7% 141.2%

453,574人 114.1% 81.5%

Ｂ

２) 施設稼働率

前年比 計画比

評価（①利用状況）

令和2年実績
整合性の検証

整合性の検証

平均稼働率

事業計画
（目標値）

令和3年実績
現状分析

・課題

評価（①利用状況）

事業計画
（目標値）

令和3年実績
現状分析

・課題

利用者数

個人利用者数 621,661人 498,535人

令和3年度も、前年
度より微増ではあっ
たものの、新型コロナ
ウイルスの影響を受
けた1年となった。

団体利用者数 13,339人 18,836人

平日・土日祝日別稼働率

計 635,000人

新型コロナウイルス
感染症が収束し、入
域観光客数などが増
えていかないと利用
者数の増加は見込
めない状況である。
ただしその中でも、
感染防止対策を徹
底し、利用者の安心
安全の確保に努めて
いく。

〃

517,371人

令和2年実績

【評価基準（①利用状況）】

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

Ｃ：80％未満

【評価基準（①利用状況）】

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

Ｃ：80％未満

【評価基準（①利用状況）】

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

有料施設なし
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別紙６－Ⅰ
３) 教室・イベント等参加者実績

前年比 計画比

148人

(2) 運営企画

 現状分析・課題

台風6号（7/21～24）により閉園

整合性の検証

〈開館時間〉
（駐車場利用可能時間）

8:00〜22：00
（駐車場利用時間）

〈開園日数〉 361日

（事業報告書） （現地確認）

報告書、現場写
真及び現場視
察時に随時実
施確認。仕様書
に従い、適切に
実施している。

事業計画どお
り、適切に実施
している。

事業計画
実施内容

整合性の検証

公園愛護活動 148人 150人 158人 106.8% 105.3%

　令和3年度も、新型
コロナウイルス感染
拡大防止の観点から
規模を縮小して開催
した。
　令和4年度につい
ては、新型コロナウイ
ルス感染状況を踏ま
えながら開催の有無
や規模等を検討する
必要がある。

内容 事業計画 令和 3 年実績
現状分析

・課題

158人計 150人

イベント

教室

令和2年実績
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別紙６－Ⅰ
(3) 受付・接客

指定管理者 委託業者

○

(4) 広報

指定管理者 委託業者

○

 現状分析・課題

 現状分析・課題

　霊域や平和祈念
公園などの状況
や、関連事業・行
事などについて、
ホームページや
SNSを活用して広く
県内外へPRする。
　併せて、マスコミ
へ取材を積極的に
要請して広く県内
外へ知らしめ、沖
縄戦75年が経過す
る中で薄れつつあ
る沖縄戦体験や戦
没者慰霊に関心が
高まるように努める

　当財団ホーム
ページを活用す
るとともに、今年
度から広報誌「財
団だより」を発刊
し、霊域の状況や
各種イベント、関
連諸事業につい
て積極的に、広く
県内外への案内
に努めた。
　また、事業・行
事について、マス
コミへ取材を積極
的に要請して広く
県内外へ知らし
め、戦没者慰霊、
平和発信に関心
が高まるように努
めた。

報告書、現場写
真及び現場視
察時に随時実
施確認。仕様書
に従い、適切に
実施している。

事業計画どお
り、適切に実施
している。

　令和3年度から広報誌を発刊し、当財
団の業務や各種イベント、関連諸事業
について広く県内外へ知らしめ、戦没
者慰霊、平和発信に関心が高まるよう
に努めている。

①公園内には、平
和祈念資料館と平
和祈念堂、平和の
礎や霊域があり、
利用者には管理者
の区別がつかない
ため、利用者の目
線に立ったワンス
トップサービスに努
め、全施設の情報
を提供して利便性
を高める。
②管理事務所を平
和祈念公園の中枢
管理拠点として位
置づけ、事務局長
以下、職員が交代
制で常駐し、公園
管理に当たる。
③年末年始におい
ても、公園案内所
又は管理事務所へ
職員１人以上を配
置し、利用者等の
安全管理及びサー
ビス提供に努める。

「管理運営仕様
書」の管理事務
所窓口項目に基
づき、職員の配
置、案内誘導、苦
情処理等を適切
に行った。

報告書、現場写
真及び現場視
察時に随時実
施確認。仕様書
に従い、適切に
実施している。

事業計画どお
り、適切に実施
している。

事業計画のとおり良好に実施している。

（事業報告書） （現地確認）

（事業報告書） （現地確認）
事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証
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別紙６－Ⅰ
(5) 情報管理

指定管理者 委託業者

○

３．自主事業

指定管理者 委託業者

○

○

○

○

 現状分析・課題

本業務の実施に関して知り得た個人情
報の漏洩、滅失及びき損等の事故の防
止その他の個人情報の適正な管理の
ために必要な措置を講じるなど、個人
情報の適正な管理を実施している。

事業計画

平和の光の柱 沖縄全戦没者追
悼式に当たり、
サーチライト（平
和の光の柱）の照
射を行い、より遠
く、より広く、より
多くの県民と共に
厳かに慰霊の日
を迎え、世界に平
和を発信した。

平和祈念こいのぼ
りまつり

　子どもたちに霊
域及び平和祈念
公園等に関心を
持ってもらうととも
に各県と沖縄の
絆を深めるため、
各都道府県慰霊
塔にこいのぼりを
掲揚した。

報告書、現場写
真及び現場視
察時に随時実
施確認。仕様書
に従い、適切に
実施している。

感染防止対策を
しつつ、適切に
実施している。

　令和3年度は、新型コロナウイルス感
染拡大防止の観点から規模を縮小して
開催した。
　今後も新型コロナウイルス感染状況を
踏まえながら開催の有無や規模等を検
討する必要がある。

　令和3年度は、新型コロナウイルス感
染拡大防止の観点から規模を縮小して
開催した。
　今後も新型コロナウイルス感染状況を
踏まえながら開催の有無や規模等を検
討する必要がある。

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証

（事業報告書） （現地確認）
 現状分析・課題

（事業報告書） （現地確認）

平和祈念公園
七夕まつり

子どもたちや来園
者に慰霊や平和
の言葉を短冊に
書いてもらい、戦
没者を慰霊し、平
和を発信した。

　令和3年度は、新型コロナウイルス感
染拡大防止の観点から規模を縮小して
開催した。
　令和4年度も新型コロナウイルス感染
状況を踏まえながら開催の有無や規模
等を検討する必要がある。

沖縄全戦没者追悼
式（共催）

事前事後の会場
及び周辺の特別
清掃及び慰霊事
業等関連行事へ
の支援

　沖縄全戦没者追悼式は、今次大戦で
戦没された御霊の冥福と世界の恒久平
和を祈念するための追悼式であること
から、県の式典準備に際し、式典会場と
なる園内・霊域の集中整備に当たるとと
もにボランティア団体との調整や清掃用
具の無償貸出し及び清掃への協力を
行っている。
　また、保有する園内バスで墓苑参拝
者等の便宜の供与を行っている。

業務の推進に当
たっては、個人情
報の保護に関する
法律(平成15年５月
30日法律第57号)
及び沖縄県個人情
報保護条例(平成
17年３月31日条例
第２ 号)の規定に
準拠し、当財団で
策定した「特定個
人情報等の取扱に
関する基本方針」
「公益財団法人沖
縄県平和祈念財団
個人情報取扱規
程」により個人情報
の適正な管理を行
う。

「平和祈念公園
の管理に関する
基本協定書」第
20条の情報管理
に基づき、個人情
報の適正な管理
を行った。

報告書、現場写
真及び現場視
察時に随時実
施確認。仕様書
に従い、適切に
実施している。

事業計画どお
り、適切に実施
している。

事業計画

報告書、現場写
真及び現場視
察時に随時実
施確認。仕様書
に従い、適切に
実施している。

感染防止対策を
しつつ、適切に
実施している。

報告書、現場写
真及び現場視
察時に随時実
施確認。仕様書
に従い、適切に
実施している。

感染防止対策を
しつつ、適切に
実施している。

報告書、現場写
真及び現場視
察時に随時実
施確認。仕様書
に従い、適切に
実施している。

感染防止対策を
しつつ、適切に
実施している。
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別紙６－Ⅰ

○

○

○

○

○

○ ○

盆供養祭 新型コロナウイル
ス感染拡大防止
のため財団職員
のみで実施

　令和3年度は、新型コロナウイルス感
染拡大防止の観点から規模を縮小して
開催した。
　令和4年度も新型コロナウイルス感染
状況を踏まえながら開催の有無や規模
等を検討する必要がある。

ヒマワリ畑の植付け
式

東日本大震災発
生の3月11日前
後の開花を期し
て福島県から贈
呈されたヒマワリ
の種を平和祈念
公園に植付け
た。

　令和3年度は、新型コロナウイルス感
染拡大防止のため財団職員のみで実
施した。
　令和4年度も新型コロナウイルス感染
状況を踏まえながら開催の有無や規模
等を検討する必要がある。

新春初日の出ｉｎ平
和祈念公園

新春の初日の出
を拝み、戦没者を
慰霊するとともに
平和を祈る環境
を整え、平和祈念
公園から県内外
へ平和を発信し
た。

　令和3年度は、新型コロナウイルス感
染拡大防止のため環境整備のみ実施
した。
　令和4年度も新型コロナウイルス感染
状況を踏まえながら開催の有無や規模
等を検討する必要がある。

ヒマワリ畑
ｉｎ平和祈念公園

福島県内で育て
たヒマワリの種子
を用いた「ヒマワリ
畑」を開設して多
くの親子の来園を
促し、東日本大
震災の記憶をとど
め被災地東北三
県との絆を強く太
くするとともに苛
烈悲惨な沖縄戦
の継承に努めた。

　令和3年度は、新型コロナウイルス感
染拡大防止の観点から規模を縮小して
開催した。
　令和4年度も新型コロナウイルス感染
状況を踏まえながら開催の有無や規模
等を検討する必要がある。

車イス、ベビーカー
貸出事業

公園案内所にお
いて無料貸し出し
を行い、参拝者の
利便を図った。

　高齢者や身体障がい者、親子などの
平和祈念公園等施設利用者の利便を
確保するため、車イス及びベビーカー
の無料貸し出しを行っている。

清涼飲料水等自動
販売機の設置
コインロッカーの提
供

　霊域としての尊
厳に配慮しつつ
清涼飲料水等の
自動販売機を設
置し、利用者の利
便性及び収入の
確保を図った。
　また、有料のコ
インロッカーを設
置し、利用者に利
便提供した。

　公園内に清涼飲料水自動販売機(14
基)と案内所に有料のコインロッカーを
設置し、利用者の利便提供と収入を確
保した。
　令和4年度には、清涼飲料水自動販
売機を新たに設置し、利用者へさらなる
利便性の確保と収入増を図る。

２．運営業務
３．自主事業
取組改善案

　新型コロナウイルスによる行動制限等が緩和されつつあるが、来園者数がコロナ前の水準にまで回復する
にはまだ時間がかかると思われる。
　自主事業は、感染防止対策を徹底しながら実施する必要がある。

報告書、現場写
真及び現場視
察時に随時実
施確認。仕様書
に従い、適切に
実施している。

感染防止対策を
しつつ、適切に
実施している。

報告書、現場写
真及び現場視
察時に随時実
施確認。仕様書
に従い、適切に
実施している。

感染防止対策を
しつつ、適切に
実施している。

報告書、現場写
真及び現場視
察時に随時実
施確認。仕様書
に従い、適切に
実施している。

感染防止対策を
しつつ、適切に
実施している。

報告書、現場写
真及び現場視
察時に随時実
施確認。仕様書
に従い、適切に
実施している。

感染防止対策を
しつつ、適切に
実施している。

報告書、現場写
真及び現場視
察時に随時実
施確認。仕様書
に従い、適切に
実施している。

感染防止対策を
しつつ、適切に
実施している。

報告書、現場写
真及び現場視
察時に随時実
施確認。仕様書
に従い、適切に
実施している。

感染防止対策を
しつつ、適切に
実施している。
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別紙６－ⅡⅡ．サービスの質の評価

令和 2 年評価 令和 3 年目標

〈満足度〉100％（※1）

・満足43％
・やや満足57％
・やや不満0％
・不満0％

Ｓ

〈満足度〉99％（※1）

・満足40％
・やや満足59％
・やや不満1％
・不満0％

Ｓ

〈満足度〉98％（※1）

・満足37％
・やや満足61％
・やや不満2％
・不満0％

Ｓ

評価
（②満足度）

Ｓ

※1：満足度とは、回答選択肢のうち中位を超える割合（５段階評価の場合上位２
段階の割合、４段階評価の場合上位２段の割合、３段階評価の場合上位の割
合）
　ただし、奇数評価の場合、中央に集まる傾向があること、「普通」評価は改善に
繋げる観点では価値が乏しいことから、４段階評価が望ましい。

Ⅱ．サービスの質
の評価

取組改善案

総合評価
（各評価項目の平均）

〈満足度〉99％（※1）

・満足31％
・やや満足68％
・やや不満1％
・不満0％

〈満足度〉99％（※1）

指定管理者
自己評価

現状分析・課題

維
持
管
理
業
務

施設・設備管
理

評価項目

運
営
業
務

接客対応

施設・設備

〈満足度〉100％（※

1）

・満足37％
・やや満足63％
・やや不満0％
・不満0％

〈満足度〉
　99％

〈満足度〉
　90%

　新型コロナウィルスの影響がある中、各評価項目で高い満足度を得ていることは大変評価できる。
　令和4年度もアンケート結果の反映に努め、利用者等評価満足度100％を目指し各業務に取組んでいく必要がある。

事業計画に基づき、
施設維持管理を実
施した。

　軽修繕を専任業者に
委託したことで、迅速な
対応ができるようになっ
ている。
　引き続き、利用者等の
満足度を高めていくよう
な施設整備管理に努め
る必要がある。

事業計画に基づき、
利用者の目線に
立ったワンストップ
サービスに努め、全
施設の情報を提供
して利便性を高め
た。

高い満足度であり、改
善要望もないことから、
引き続き質の高い接客
対応を行う必要がある。

事業計画に基づき、
管理業務を実施し
た。

改善要望を踏まえ、段
差の解消など、施設の
改修に努める必要があ
る。

〈満足度〉98％（※1）

・満足44％
・やや満足54％
・やや不満2％
・不満0％

事業計画に基づき、
適切に実施した。

利用者等評価の満足
度100％を目指し、各業
務を行う。

第三者（利用者等）評価

令和 3 年評価

〈改善要望〉　なし

〈改善要望〉　なし

〈改善要望〉
（バリアフリーについての設問から）
①ベビーカーののりおろしが大変なとこ
ろがあった段差など
（公園案内所の展示についての設問か
ら）
①もっと大きく案内されていると見やす
い・わかりやすい

〈満足度〉
90%

〈満足度〉
90%

〈満足度〉
90%

【評価基準（②満足度）】

総合評価においては各評価項目の満足度の平均

各評価項目においてはそれぞれの満足度

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満

【評価基準（②満足度）】

総合評価においては各評価項目の満足度の平均

各評価項目においてはそれぞれの満足度

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満

【評価基準（②満足度）】

総合評価においては各評価項目の満足度の平均

各評価項目においてはそれぞれの満足度

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満

【評価基準（②満足度）】

総合評価においては各評価項目の満足度の平均

各評価項目においてはそれぞれの満足度

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満

【評価基準（②満足度）】

総合評価においては各評価項目の満足度の平均

各評価項目においてはそれぞれの満足度

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満
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別紙６－Ⅲ

Ⅲ．サービスの安定性評価（財務状況）

１．事業収支

(1) 収入 単位：円

前年比 計画比

（％） （％）

62,520 210,000 131,840 211% 63%

62,520 210,000 131,840 211% 63%

37,207,000 37,207,000 37,207,000 100% 100%

落雷・突風・台風被害 4,335,705 0 682,000 16% -

0 0 1,331,000 - -

4,335,705 0 2,013,000 46% -

1,752,931 2,165,000 2,116,839 121% 98% 公益事業へ充当

1,400 0 2,400 171% - ｺｲﾝﾛｯｶｰ収入

1,400 0 2,400 171% -

1,092,231 2,165,000 1,126,510 103% 52%

1,092,231 2,165,000 1,126,510 103% 52%

38,361,751 39,582,000 38,465,350 100% 97%

合計額に自主事業収入及
び自動販売機収入（繰入
除く）と、不可抗力・大規模
修繕等は含まない。

(2) 支出 単位：円

前年比 対計画比

（％） （％）

5,036,169 6,312,000 6,166,673 122.45% 97.70%

3,918,920 3,767,000 3,828,096 97.68% 101.62%

0 0 0 0.00% 0.00%

4,844 10,000 9,683 199.90% 96.83%

1,507,162 1,084,000 1,623,970 107.75% 149.81%

807,055 960,000 875,384 108.47% 91.19%

0 100,000 0 0.00% 0.00%

2,592,899 3,240,000 3,192,578 123.13% 98.54%

1,141,424 250,000 1,009,664 88.46% 403.87%

79,154 112,000 85,785 108.38% 76.59%

62,068 57,000 87,494 140.96% 153.50%

239,880 220,000 185,425 77.30% 84.28%

20,392,535 20,432,000 19,446,824 95.36% 95.18%

1,016,310 1,086,000 983,574 96.78% 90.57%

0 144,000 0 0.00% 0.00%

1,711,400 1,808,000 1,609,400 94.04% 89.02%

300,350 0 197,000 65.59% -

38,810,170 39,582,000 39,301,550 101.27% 99.29%

令和 2 年実績

利用料
金収入

計

食料費

消耗品費

燃料費

印刷製本費

光熱水費

委託料

合計（Ａ）

公租公課

その他

人件費

賃金

旅費

負担金

修繕料

通信運搬費

手数料

〈現状分析・課題〉

　限られた予算の中、保険料の見直しや専門のスタッフを配置して外部に修繕を依頼しない等経費節減に努めた。令和4年度も創意工夫しながら事務
局、清掃スタッフ連携して経費節減に取り組む。

使用料及び賃借料

〈現状分析・課題〉

　新型コロナウイルスの影響はあったものの、スポーツチームの広場利用などにより利用料金が前年比200％となり、自動販売機収入も微増となった。令
和4年度も、自動販売機の新設や広場の利用促進により収入増を図る。

支出項目 令和 2 年実績 事業計画 令和 3 年実績

指定管理料

計

その他自主事業

不可抗
力大規
模修繕
等

自動販売機収入

自主事
業収入

計

その他収
入

他会計からの繰入

計

特記事項

公園内売店修繕業務

収入項目 事業計画 令和 3 年実績 特記事項

行為の制限に係る利用料金収入

合計（Ｂ）

保険料
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別紙６－Ⅲ
２．経営分析指標 単位：円

前年比 計画比

（％） （％）

【経営分析指標の評価の考え方】

（事業収支(Ｃ)／収入合計(Ａ)）

利用料金比率

人件費比率 人件費／支出

外部委託費比率 外部委託費合計／支出

利用者あたり管理コスト 支出／利用者数

過年度実績や類似施設と比較して、適切な範囲内となっているか確認する。
※変動がある場合には、人件費そのものの増減によるものか、その他支出項目の増減によ
るものか、その要因を整理すること。
※人件費の減少がある場合には、それにより効率が低下していないかを確認する。また、人
件費の増加がある場合には、求められる管理水準に対し必要な措置か確認すること。

過年度実績や類似施設と比較して、適切な範囲内となっているか確認する。
※増減がある場合には、外部委託の範囲が仕様書等に定める適切な範囲内となっている
か、外部委託の活用が業務の効率化に繋がっているか確認する。

利用者１人に対する管理コストについて、過年度実績や類似施設と比較することにより、当
該施設の効率性を確認する。（コストが抑えられていても利用者が減少していないか、あるい
は利用者は増加しているがコストがかかり過ぎていないかなど）
※変動がある場合には、その要因を整理すること。
※過年度に対し上昇している場合、現状の利用者数に対して支出が過大になっていないか
確認する。また、過年度に対し減少している場合、現状の利用者数に対し、必要な変動費が
十分に充てられているか確認する。

（支出(Ｂ)／利用者数）

利用者あたり自治体負担コスト

〈現状分析・課題〉

82.03 28.95 71.92 87.67% 248.39%
（指定管理料／利用者数）

（利用料金収入／収入(Ａ)）

人件費比率

事業収支（Ｃ）

（収入(Ａ)－支出(Ｂ)）

（人件費／支出(Ｂ)）

外部委託費比率

（外部委託費合計／支出(Ｂ)）

利用者あたり管理コスト

12.98% 15.95% 15.69% 120.92% 98.39%

52.54% 51.62%

収益率
-1.17% 0.00% -2.17% 185.98% -

評価指標 令和2年実績 事業計画 令和 3 年実績 特記事項

-448,419 0 -836,200 186.48% -

0.16% 0.53% 0.34% 210.31% 64.60%

49.48% 94.17% 95.86%

85.57 30.80 75.96 88.78% 246.63%

利用者あたり自治体負
担コスト

指定管理料／利用者数
利用者１人に対する県の財政負担を確認する。
過年度実績や類似施設との比較により、当該施設の効率性を確認する。

　令和3年度も新型コロナウイルス感染拡大により厳しい状況が続く中、委託料などの経費節減に努めた。令和4年度は、自動販売機の増設や広場の利
用促進を行い、収入増に取り組む必要がある。

評価（③財務状況） B

Ⅲ．サービスの安定性評価
（財務状況）
取組改善案

　広場利用などにより利用料金が前年比200％となり、また自動販売機収入も微増となったことから明るい兆しが
見えており、引き続き自動販売機の新設や広場の利用促進により収入増を図るとともに、創意工夫しながら事務
局、清掃スタッフ連携して経費節減に取り組む。

評価指標 計算方法

収益率 事業収支／収入

利用料金比率 利用料金収入／収入

評価の考え方

計画、過年度実績、類似施設と比較して、安定したものとなっているか、適切な範囲内となっ
ているか確認する。
※計画や過年度実績に対し変動がある場合には、その要因を整理すること。
※計画等に対し上昇している場合、必要な変動費が十分に充てられているか確認すること。
また、計画等に対し減少している場合、当初の収支見込が適切であったか精査すること。

指定管理者の主な収入源がどこにあり、それが安定したものであるのかを確認する。
※過年度実績に対し増減がある場合には、利用料金そのものの増減によるものか、自主事
業等その他収入の増減によるものかなど、その要因を整理すること。

事業収支 収入－支出
事業収支がマイナスの場合、継続性の面で課題となるため、県、指定管理者で協力して黒
字化のための方策を協議する必要がある。
※計画や過年度実績に対し変動がある場合には、その要因を整理すること。

【評価基準（③財務状況）】

収益率（事業収支／収入合計）

Ａ： 0％以上

Ｂ：-5％以上、0％未満

Ｃ：-5％未満

【評価基準（③財務状況）】

収益率（事業収支／収入合計）

Ａ： 0％以上

Ｂ：-5％以上、0％未満

Ｃ：-5％未満
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別紙６－Ⅳ

Ⅳ．総合評価
１．目標

評価指標 令和 6 年

①利用状況 利用者数 1,000,000人

②満足度 満足度 90％以上

財
務
指
標

③財務状況 収益率 0 % 以上

２．評価結果

前年比 計画比

①利用状況 利用者数 453,574人 635,000人 517,371人 114.1% 81.5%

新型コロナウイルス感染
症が収束し、入域観光
客数などが増えていか
ないと利用者数の増加
は見込めない状況であ
る。ただしその中でも、
感染防止対策を徹底
し、利用者の安心安全
の確保に努めていく。

Ｂ 834,000人

②満足度 満足度 99% 90% 99% 100.0% 100.0%

利用者等評価の満足度
100％を目指し、各業務
を行う。

Ｓ 90％以上

財
務
指
標

③財務状況 収益率 -1.17% 0.00% -2.17% 185.9% -

　令和3年度も新型コロ
ナウイルス感染拡大によ
り厳しい状況が続く中、
委託料などの経費節減
に努めた。令和4年度
は、自動販売機の増設
や広場の利用促進を行
い、収入増に取り組む必
要がある。
　令和4年度も創意工夫
しながら事務局、清掃ス
タッフ連携して経費節減
に取り組む。

Ｂ 0 % 以上

活
動
指
標

④重点取組
事項

アンケート回
収数の増加
※入場者数に
対するアン
ケート回収数
の割合

75 100 97 129.3% 97.0%

　新型コロナウイルスの
影響による利用者の減
少で常設したアンケート
箱によるアンケート回収
数が減少した。
　遠足などで公園を利用
する学校関係者へのア
ンケート調査を実施する
ことで令和2年度を上回
るアンケートを回収する
ことができたが、さらに回
収数を増やす取組みを
行い、利用者の意見や
要望など把握する必要
がある。

Ａ 100

総合評価 Ａ

　広場利用などにより利用
料金が前年比200％となり、
また自動販売機収入も微
増となったことから明るい兆
しが見えており、引き続き自
動販売機の新設や広場の
利用促進により収入増を図
るとともに、創意工夫しなが
ら事務局、清掃スタッフ連
携して経費節減に取り組
む。

　遠足などで公園を利用す
る学校関係者へのアンケー
ト回収数を高めて利用者の
意見や要望等を把握すると
ともに、その結果等を定期
的に取りまとめ、サービスの
向上に取り組む。

0 % 以上

取組改善案

令和 7 年

1,000,000人

90％以上

　新型コロナウイルスによる
行動制限等が緩和されつ
つあるが、来園者数がコロ
ナ前の水準にまで回復する
にはまだ時間がかかると思
われる。
　自主事業は、感染防止対
策を徹底しながら実施する
必要がある。

　新型コロナウィルスの影響
がある中、各評価項目で高
い満足度を得ていることは
大変評価できる。
　令和4年度もアンケート結
果の反映に努め、利用者
等評価満足度100％を目指
し各業務に取組んでいく必
要がある。

令和 4 年 令和 5 年

834,000人

90％以上

0 % 以上

900,000人

90％以上

0 % 以上

評価項目

成
果
指
標

令和4年
目標値

評価令和3年実績評価指標
事業計画
（目標値）

令和2年実績 現状分析・課題

評価項目 備考

成
果
指
標
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別紙６－Ⅳ

【評価基準】

①利用状況

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

Ｃ：80％未満

②満足度

総合評価における満足度（各評価項目の平均値）

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満

③財務状況

収益率（事業収支／収入合計）

Ａ： 0％以上

Ｂ：-5％以上、0％未満

Ｃ：-5％未満

④重点取組事項

目標に対する評価

Ｓ：目標を大きく上回る

Ａ：目標を概ね達成

Ｂ：目標を下回る

Ｃ：目標を大きく下回る

【総合評価基準】

【各評価項目点数】

① ② ③ ④

利用状況 満足度 財務状況
重点

取組事項

Ｓ 20 20 － 10

Ａ 10 10 5 5

Ｂ 0 0 0 0

Ｃ -10 -10 -5 -5

Ｓ 40点以上
かつ各評価項目において

Ｃ評価がないこと

Ａ 25点以上

Ｂ 10点以上

Ｃ 5点以下

総合評価基準

【評価基準】

①利用状況

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

Ｃ：80％未満

②満足度

総合評価における満足度（各評価項目の平均値）

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満

③財務状況

収益率（事業収支／収入合計）

Ａ： 0％以上

Ｂ：-5％以上、0％未満

Ｃ：-5％未満

④重点取組事項

目標に対する評価

Ｓ：目標を大きく上回る

Ａ：目標を概ね達成

Ｂ：目標を下回る

Ｃ：目標を大きく下回る

【総合評価基準】

【各評価項目点数】

① ② ③ ④

利用状況 満足度 財務状況
重点

取組事項

Ｓ 20 20 － 10

Ａ 10 10 5 5

Ｂ 0 0 0 0

Ｃ -10 -10 -5 -5

Ｓ 40点以上
かつ各評価項目において

Ｃ評価がないこと

Ａ 25点以上

Ｂ 10点以上

Ｃ 5点以下

総合評価基準

- 13 -



別紙６　附表

経営状況分析シート　【施設名称：平和祈念公園】
直営 指定管理

単位 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

目標 人 1,206,000 1,313,170 1,348,306 1,285,078 635,000 834,000 900,000

実績 人 1,067,584 958,301 1,047,315 967,751 929,973 899,898 993,326 965,212 1,023,312 1,063,134 1,250,638 1,284,101 1,259,881 453,574 517,371

目標比 104% 98% 93% 35% 81%
H19比 ％ - - 90% 98% 91% 87% 84% 93% 90% 96% 100% 117% 120% 118% 42% 48%

千円 34,909 34,909 34,909 38,680 35,244 34,720 34,740 34,740 37,384 35,596 35,862 35,862 35,862 36,194 37,207 37,207
％ 100.4% 100.7% 101.3% 99.3% 102.9% 100.3% 98.0% 99.0% 103.3% 97.1% 96.7% 95.4% 97.5% 94.9% 95.9% 94.7%

千円 95 126 123 95 232 177 134 114 211 284 196 159 137 116 63 132
％ 0.3% 0.4% 0.3% 0.2% 0.6% 0.5% 0.4% 0.3% 0.5% 0.8% 0.5% 0.4% 0.4% 0.3% 0.2% 0.3%

千円 232 415 598 821 815 1,015 1,027 996 1,088 1,218 1,274 2,752 2,486 2,161 1,092 1,126
千円 35,236 35,450 35,630 39,596 36,291 35,912 35,901 35,850 38,683 37,098 37,332 38,773 38,485 38,471 38,362 38,465

管理費計 千円 34,755 34,670 34,473 38,964 34,246 34,619 35,448 35,078 36,188 36,662 37,103 37,599 36,769 38,136 38,810 39,301
千円 481 780 1,157 632 2,045 1,293 453 772 2,495 436 229 1,174 1,716 335 -448 -836
％ 1.4% 2.2% 3.2% 1.6% 5.6% 3.6% 1.3% 2.2% 6.4% 1.2% 0.6% 3.0% 4.5% 0.9% -1.2% -2.2%
円 - 32 36 37 35 37 39 35 37 36 35 30 29 30 86 76
円 - 33 36 37 36 37 39 35 39 35 34 29 28 29 82 72
円 - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特記事項 目標設定の考え方
 　令和3年度も新型コロナウイルスの影響を受けていることから、令和4年度以降の利用者数
の目標値を下方修正した。令和4年4･5月の利用者数が平均して20%増加していることから令
和4年度の利用者数を前年度比1.2%で設定、令和5年度は希望的観測ではあるが前年度比
1.5%で設定する。
　令和4年度以降の利用料金、その他の収入の考え方として、自動販売機の新設や広場の利
用促進により収入を確保する想定。

R４年度 R４年度

R５年度 R５年度

R６年度 R６年度

R７年度 R７年度

　令和3年度の利用者数は、前年度より微増ではあったものの、依然新型コロナウイルスの影
響を強く受けている。ただし、イベント等も徐々に実施されるようになってきているため、利用者
数は徐々に増加していき、それに伴い収支も改善されていくものと考える。

収益率（収支／収入計）

/単位
一人あたり管理コスト
一人あたり指定管理料
一人あたり利用料金収入

指標

成果指標
利用者数

財務指標

指定管理料
 県負担割合（指定管理料／管理費計）

利用料金収入
 利用料金比率（利用料金／収入計）

収入計

収支

その他収入（自主事業等）

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

管理費計

収入計

指定管理料

利用料金収入

利用者数

（千円） （人）

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

利用者一人あたり

管理コスト

指定管理料

利用料金収入

(参考)利用者数

（円）
（人）
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